
) 5年度

　ます。（プレクラスの開設） 標 予　定 450 450 450指標値
・プレスクールを実施します。 1

実　績 436 447 －－－成　果（効果･予測）

・外国につながりを持つ児童生徒の日本語能力が向上す 名称 外国人児童生徒教育相談員派遣回数 単位 回
　ることで、学校生活（就学）を円滑に送ることができ 活

内容説明 外国人児童・生徒に対して教科指導等を行った回数　ます。 動

・編入児童・生徒への拠点方式による日本語指導を導入 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

　したことで、子どもたちへの支援が充実します。 標 予　定 500 500 433指標値
・日本語教育アドバイザー、日本語指導巡回教員及び外 2

実　績 390 365 －－－　国人児童生徒支援コーディネーターを配置したことで

　児童生徒への支援及び各校国際教育担当者に対する指 名称 通知文書の翻訳枚数 単位 枚
　導・助言体制が充実します。 活

内容説明 通知文書等を各言語等に翻訳した枚数動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・様々な国籍を有した、外国につながりのある児童生徒 標 予　定 350 350 350指標値
　が多数存在し、在籍数は増加傾向にあります。また、 3

実　績 255 209 －－－　入管法の改正により、今後も増加することが予想され

　ます。 名称 「楽しい学校」配布冊数（３冊で１セット） 単位 ｾｯﾄ
・外国につながりのある児童生徒に対して、日本語能力 活

内容説明 学校教育に必要な内容を各言語に翻訳し、配付した冊数　向上や学校生活を円滑に送るための支援が必要です。 動

・言語習得状況に応じた個別の支援を実施するため、さ 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

　らなる支援体制の充実が必要です。 標 予　定 50 50 50指標値
4

実　績 20 22 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

・外国につながりを持つ児童生徒に対して、学校生活を円滑に送るための日本語指導や母語による学習支援

　を行うとともに、児童生徒及び保護者への教育相談も実施していきます。さらに、児童生徒及び保護者に

　対しての通訳などの母語支援も行っていきます。
今後の方針等

・プレクラスによる日本語指導、巡回教員による日本語指導および外国人児童生徒支援コーディネーターに

　よる他機関との連携等を行い、児童生徒の多様なニーズに合わせた支援を継続していきます。

・就学前の子どもたちが円滑な学校生活が送れるよう、国際化協会と連携し、プレスクール事業を進めま　

　す。併せて、就学後の児童の日本語力に関するアセスメントを行い、必要な支援を行っていきます。

令和４年度　事務事業評価表
9570

一般会計

事務事業名 外国人児童生徒教育推進事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが個性・能力にあった教育を受けている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小中学校に在籍する日本語指導が必要な外国につな 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
がりを持つ児童生徒とその保護者 事業費 19,317 19,931 20,796

人件費 8,188 5,966 7,229

目　的 総事業費 27,505 25,897 28,025

外国につながりを持つ児童生徒が、日本語で教育内容を 5年度事業費（予算額）財源内訳
理解できるようにします。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・小中学校に日本語指導員及び外国人児童生徒教育相談 その他 0

　員を派遣します。 一般財源 20,796

・外国につながりを持つ児童生徒と保護者用に教育委員 合　計 20,796

　会や学校からの通知文書等を各言語に翻訳します。 ３.活動内容
・「楽しい学校」改訂版を残部に応じて増刷します。 名称 日本語指導員の派遣回数 単位 回
・日本語教育アドバイザー、日本語指導巡回教員、外国 活

内容説明 外国人児童・生徒に対して日本語指導等を行った回数　人児童生徒支援コーディネーターを配置します。 動

・編入児童・生徒への拠点方式による日本語指導を行い 指 3年度 4年度 (当該年度



度 3年度 4年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
義務教育の教育課程に係る事業であるため、市が責任を持って行う必要があります。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

2年度 3年度 4年度 Ｂ：成果を上げる余地が一部ある。

事務事業の成果 外国につながりを持つ児童生徒における課題を分析し、個々に応じた支援体制ならび

に学校と指導室が協力した支援体制の構築が必要です。
Ｂ Ｂ Ｂ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

2年度 3年度 4年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
外国につながりを持つ児童生徒への教育相談員の派遣要望は年々増加傾向にあります

が、必要最小限の経費で実施しています。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
各学校の要望に応じた教育相談員を派遣しており、また各学校に在籍する要支援の外

国につながりを持つ児童生徒により日本語指導員の派遣回数を決定しているため、適
Ａ Ａ Ａ

正であると考えます。

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減、

ＳＤＧｓの達成に向けた取り組み５点について十分に行ったか。

2年度 3年度 4年度 Ｂ：社会的配慮は行っているが、まだ不十分である。

社会的配慮
外国につながりを持つ児童生徒に対するさらなる理解と配慮が望まれます。

Ｂ Ｂ Ｂ

５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

2年



遣回数 単位 回
　ン能力の育成が図られ、国際社会の中で生きるために 活

内容説明 対象：中学校　必要な資質や能力が養われます。 動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 684 684 684指標値
2

実　績 681 684 －－－

名称 小学校英語学習実施校数 単位 校
活

内容説明 小学校における英語学習活動の実施校数動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・小学校においては、新学習指導要領全面実施に伴い、 標 予　定 19 19 19指標値
　教科化された外国語科がしっかりと行われるよう支援 3

実　績 19 19 －－－　を続けていく必要があります。

・中学校においても、新学習指導要領全面実施に伴い、 名称 単位
　支援を続けていく必要があります。 活

内容説明・義務教育９年間を見据えた英語教育を推進するため、 動

　新学習指導要領の検討を継続しつつ、小・中学校が連 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

　携した英語教育をより確実なものにし、更なる研究を 標 予　定指標値
　継続していくことが必要です。 4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

・平成２６年度から英語教育スーパーバイザーを小学校へ派遣してきたことにより、学校現場における英語

　教育に関する指導力が向上し、小学校における英語教育の充実が図られたことから、英語教育スーパーバ

　イザーの派遣については、令和４年度で終了します。
今後の方針等

・引き続き義務教育９年間を見据えた英語教育における小中連携を、より強固かつ深いものとなるよう、研

　究を継続するとともに、英語教育の更なる推進と充実を目指します。

【第２期「健康都市やまと」（まち・ひと・しごと創庁生総合戦略関連事業】

令和４年度　事務事業評価表
9572

一般会計

事務事業名 英語教育推進事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが確かな学力を身につけている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小中学校の児童生徒 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 61,437 62,853 63,509

人件費 9,305 4,020 5,511

目　的 総事業費 70,742 66,873 69,020

外国語を通して積極的にコミュニケーションを図ろうと 5年度事業費（予算額）財源内訳
する態度、言語、文化について理解を深めるコミュニケ 国支出金 0

ーション力の向上を図ります。 県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営・委託 】 市債 0

・小学校外国語活動を充実させるため、外国語の音声や その他 0

　基礎的な表現に慣れ親しむことを目的に、外国語を母 一般財源 63,509

　語とする外国語活動指導助手を配置します。 合　計 63,509

・中学校の英語指導を助けるため、外国人の英語指導助 ３.活動内容
　手が各中学校を巡回し、指導にあたります。 名称 外国語活動指導助手派遣回数 単位 回

活
内容説明 対象：小学校動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 2,100 2,100 2,136指標値
1

実　績 2,044 2,075 －－－成　果（効果･予測）

・英語教育の中で、言語活動を通してコミュニケーショ 名称 英語指導助手派



度 3年度 4年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
・義務教育の教育課程にかかる事業であるため、市が責任をもって行う必要がありま

す。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

2年度 3年度 4年度 Ｂ：成果を上げる余地が一部ある。

事務事業の成果 ・小学校においては教員の授業力定着を図り、中学校においては授業力改善を支援し

ていく必要があります。
Ｂ Ｂ Ｂ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

2年度 3年度 4年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
・事業内容及び市の規定を基に設定しており、標準な水準です。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
・義務教育課程内における教育環境を整えることで広く児童生徒に便益が生じていま

す。
Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減、

ＳＤＧｓの達成に向けた取り組み５点について十分に行ったか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
・教育ニーズに対応するための事業であり、ユニバーサルデザインへの対応を行って

います。
Ａ Ａ Ａ

５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

2年



徒の 名称 就学相談説明会 単位 件
　保護者に、就学に関するアドバイスが行えます。 活

内容説明 入学前から入学までに関する就学相談説明会の実施件数・各専門分野からの委員で構成される処遇委員会の意見 動

　を踏まえ、適切と思われる就学が実現できます。 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・支援のあり方や学びの場について判断するために専門 標 予　定 4 4 4指標値
　的な見地からの意見を踏まえ、多角的な視点から総合 2

実　績 4 4 －－－　的に検討することができます。

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・教育的ニーズの高い子どもの就学相談の際には関係機 標 予　定指標値
　関との連携や調整が必要です。 3

実　績 －－－・就学相談説明会や切れ目ない支援体制により、就学相

　談の件数が増加傾向にあります。 名称 単位
・保護者との信頼関係を築きつつ、子どもの状況を的確 活

内容説明　に把握し、情報を提供する必要があります。 動

・相談内容の多様化により、より専門的知識が求められ 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

　ます。 標 予　定指標値
・学校や関係機関と連携を取りながら、就学後もフォ　 4

実　績 －－－　ローアップが必要です。

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

・教育的ニーズの高い子どもの就学相談については、関係機関との連携を行います。

・説明会や相談の中で、学びの場の情報の提供を行います。

・関係機関と連携し、情報を収集します。
今後の方針等

・学校と連携を図りながら、就学後もフォローアップを行います。

・多岐にわたる相談内容に的確に対応します。

令和４年度　事務事業評価表
9573

一般会計

事務事業名 就学相談事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが個性・能力にあった教育を受けている

学校教育法

根拠法令 名　称 障害者差別解消法

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

小中学校に就学する予定の配慮を要する幼児・児童・生 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
徒の保護者 事業費 8,083 7,930 8,988

人件費 11,910 12,357 12,436

目　的 総事業費 19,993 20,287 21,424

教育上配慮を要する児童生徒が、適切な就学ができるよ 5年度事業費（予算額）財源内訳
うにします。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・特別支援教育担当指導主事及び特別支援教育相談員が その他 0

　保護者からの相談を受けます。 一般財源 8,988

・教育的なニーズに対する適切な支援を進めるために情 合　計 8,988

　報収集に努めます。 ３.活動内容
・関係機関と連携を図りながら、最も適正な教育のあり 名称 相談件数 単位 件
　方と就学先について、教育支援委員会の意見を踏まえ 活

内容説明 教育上配慮を必要とする児童生徒の保護者からの相談件数　保護者に助言します。 動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 250 280 300指標値
1

実　績 289 300 －－－成　果（効果･予測）

・個々のニーズに応じ、特別な配慮を要する児童生



度 3年度 4年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
義務教育の一環であるため、関与する必要性が高いと言えます。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：十分に成果を上げている。

事務事業の成果 すべての相談に対して、保護者に寄り添った丁寧な対応を行っています。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

2年度 3年度 4年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
専門性が高く経験豊富な人材を確保しているため、適正な水準であると考えます。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
児童生徒が学校生活等を送るための合理的配慮を行っており、適正であると考えま

す。
Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減、

ＳＤＧｓの達成に向けた取り組み５点について十分に行ったか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
保護者が納得して方向性を決定できるよう、十分な情報提供を行っております。

Ａ Ａ Ａ

５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

2年



標値
2

実　績 3 3 －－－

名称 ことばの教室修了者 単位 人
活

内容説明 初期の目的を達成した児童数動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・ことばと聞こえの障がいについては、早期からの指導 標 予　定 65 65 65指標値
　や訓練が効果的であるとされており、小学校入学段階 3

実　績 42 35 －－－　での早期入級が望まれるため、広く周知を図ることが

　必要です。 名称 単位
・個々の教育的ニーズに対応するため、指導に使用する 活

内容説明　視聴覚機器の入れ替えが必要です。 動

・児童生徒の実態把握のため、防音設備の整った場所で 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

　の検査が求められます。 標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

ことばの教室に通級する児童の教育的対応の多様化により、児童の的確な実態把握をはじめ、専門性の高い

支援・指導の継続を目指すとともに、就学する子どもたちの多様な学びの場の１つとして、広く周知を図り

ます。
今後の方針等

また、個々への教育的ニーズに対応するため、指導に使用する視聴覚機器の入れ替えや指導の充実のため施

設整備について検討していきます。

令和４年度　事務事業評価表
9574

一般会計

事務事業名 ことばの教室運営事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが個性・能力にあった教育を受けている

学校教育法

根拠法令 名　称 障害者差別解消法

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

ことばと聞こえに障がいのある市立小学校の児童 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 471 718 380

人件費 744 1,042 745

目　的 総事業費 1,215 1,760 1,125

ことばと聞こえの障がいを改善するため、その児童の症 5年度事業費（予算額）財源内訳
状に合わせた指導を行い、会話などを通じたコミュニケ 国支出金 0

ーション能力の向上を図ります。 県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・市立小学校3校（草柳小・渋谷小・林間小）のことば その他 0

　の教室へ対象児童を通級させ、障がいを改善するため 一般財源 380

　の指導を行います。 合　計 380

３.活動内容

名称 ことばの教室在籍児童数 単位 人
活

内容説明 対象：ことばの発達に心配のある児童動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 230 230 230指標値
1

実　績 224 218 －－－成　果（効果･予測）

・指導を受けた児童が障がいを解消できたり、障がいの 名称 ことばの教室設置校 単位 校
　状態が改善されます。 活

内容説明 草柳小・渋谷小・林間小動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 3 3 3指



度 3年度 4年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
義務教育の一貫であるため、関与する必要性が高いと言えます。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：十分に成果を上げている。

事務事業の成果 個々の教育的ニーズに応じた専門性のある指導を行っております。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

2年度 3年度 4年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
効果的な指導のための教材や必要機器の保守経費であり、適正な水準であると考えま

す。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
教育環境を整えることにより、児童の便益が生じるため適正と考えます。

Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減、

ＳＤＧｓの達成に向けた取り組み５点について十分に行ったか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
就学児健康診断時に、ことばの教室に関するパンフレットを配布するなど、情報提供

に努めています。
Ａ Ａ Ａ

５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

2年



在籍する学校に看護 動

　師を派遣します。 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・特別支援教育における専門的な研修の充実を図りま 標 予　定 96 96 96指標値
　す。 1

実　績 96 96 －－－成　果（効果･予測）

障がいのある児童生徒が、ニーズに応じた教育を受けら 名称 特別支援教育スクールアシスタントの配置人数 単位 人
れます。 活

内容説明 大和市立小中学校に配置した人数動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 36 37 37指標値
2

実　績 36 37 －－－

名称 特別支援教育巡回チームの派遣回数 単位 回
活

内容説明 支援を必要とする児童生徒に対するアドバイス回数動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・法改正に伴い教育的ニーズの高い児童生徒が特別支援 標 予　定 150 150 150指標値
　学級に在籍し多岐にわたる支援が求められています。 3

実　績 65 118 －－－・通常の学級に在籍し支援を必要とする児童生徒の数が

　増加しています。 名称 特別支援学級新１年生に関する関係機関との連絡会 単位 件
・巡回相談による教員の指導力向上が必要です。 活

内容説明 就学前所属施設の関係者と学校との情報の共有件数・医療的ケアの必要な児童生徒に対応するため、看護師 動

　派遣と支援体制の充実が求められています。 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・教職員への専門的知識及びスキルの向上が必要です。 標 予　定 10 12 11指標値
　 4

実　績 10 13 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

・教育的ニーズの高い児童生徒が特別支援学級に在籍しているため、多岐にわたる支援を行っていきます。

・通常の学級に在籍し支援を必要とする児童生徒の数が増加しているため、個々のニーズに応じた支援を　

　行っていきます。
今後の方針等

・特別支援学級への巡回相談により、専門的な助言や相談支援を行っていきます。

・医療的ケア児及び保護者が安心して生活できる支援体制の構築を行っていきます。

・支援を必要とする児童生徒への対応について、教職員の専門的知識及びスキル向上の研修を行います。

【第２期「健康都市やまと」まち・ひと・しごと創生総合戦略関連事業】

令和４年度　事務事業評価表
9575

一般会計

事務事業名 特別支援教育推進事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが個性・能力にあった教育を受けている

学校教育法

根拠法令 名　称 障害者差別解消法

医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小中学校の特別支援学級在籍の児童生徒。通常の学 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
級に在籍する学習障害（ＬＤ）等のある児童生徒 事業費 112,906 112,366 128,904

人件費 11,910 12,134 12,139

目　的 総事業費 124,816 124,500 141,043

教育上配慮を要する児童生徒に対し、教育的ニーズに応 5年度事業費（予算額）財源内訳
じたきめ細やかな支援を行うことにより、特別支援教育 国支出金 6,133

の充実を図ります。 県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・市内の小中学校を対象に、必要に応じて特別支援教育 その他 0

　ヘルパーを配置します。 一般財源 122,771

・市内の小中学校を対象に、特別支援教育スクールアシ 合　計 128,904

  スタントを配置します。 ３.活動内容
・大和市特別支援教育巡回相談チームを各学校の要請を 名称 特別支援教育ヘルパーの配置人数 単位 人
　受け派遣します。 活

内容説明 大和市立小中学校に配置した人数・医療的ケアの必要な児童・生徒が



度 3年度 4年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
義務教育の教育課程に関わる事業であるため関与する必要性が高いと考えます。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

2年度 3年度 4年度 Ｂ：成果を上げる余地が一部ある。

事務事業の成果 対象の児童生徒が増加傾向にあり、個々のニーズに対応するため、スクールアシスタ

ントやヘルパーの増員等の対応が必要です。
Ｂ Ｂ Ｂ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

2年度 3年度 4年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
主な経費はスクールアシスタント及びヘルパーの報酬であり、会計年度任用職員の単

価をもとに設定しているため適正な水準であると考えます。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
教育環境を整えることにより、広く児童生徒の便益が生じるため適正と考えます。

Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減、

ＳＤＧｓの達成に向けた取り組み５点について十分に行ったか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
教育的ニーズに対応するための事業であり、実施することによりユニバーサルデザイ

ンへの対応がなされます。
Ａ Ａ Ａ

５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

2年



回
活

内容説明 研修会等へ参加し、人権教育に対する理解を深めます。動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な 標 予　定 20 20 20指標値
　人々と協働する資質・能力を児童・生徒に育むため　 3

実　績 20 20 －－－　に、学校現場での人権教育は一層必要になっていま　

　す。そのためにも、教育を行う側の指導主事及び市立 名称 単位
　小中学校の教員が、性的マイノリティ、外国につなが 活

内容説明　る人々、貧困などさまざまな人権課題を正しく理解　 動

　し、意識を高めることが急務となっています。 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

指導主事及び各学校の代表者が人権研修に参加し、その内容をもとに、教職員への人権研修を行うととも

に、各種機関からの刊行物や情報を提供していきます。

今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
9576

一般会計

事務事業名 人権教育推進事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの豊かな心・健やかな体を育む

めざす成果 多様性を尊重し他者とともに生きるための社会性が育っている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

指導主事及び市立小中学校の教職員 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 249 194 222

人件費 149 968 1,266

目　的 総事業費 398 1,162 1,488

学校教育における人権教育を推進し、教職員の人権意識 5年度事業費（予算額）財源内訳
を高めます。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・人権教育に係る研修を実施します。 その他 0

・人権に関する各種研修会に参加します。 一般財源 222

・各学校の校内研修会等への支援をします。 合　計 222

・人権教育啓発に関する情報資料提供を行います。 ３.活動内容

名称 人権教育の研修会実施回数 単位 回
活

内容説明 各種研修会において人権教育に関する研修を実施します。動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 4 4 4指標値
1

実　績 4 4 －－－成　果（効果･予測）

・教職員の人権意識が高まります。 名称 校内研修会の支援件数 単位 件
活

内容説明 各校の校内研修会等への講師派遣、情報提供を実施します。動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 25 25 25指標値
2

実　績 17 16 －－－

名称 研修会参加回数 単位



度 3年度 4年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
義務教育段階での人権教育であり、市の関与が必要です。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：十分に成果を上げている。

事務事業の成果 各校への情報提供等の件数によって、現場の教職員の人権意識が高まっています。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

2年度 3年度 4年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
資料の購入や作成、研修会への参加等必要な経費であり、適正な水準と思われます。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
教職員が正しい知識を習得し、人権意識を高めることで人権教育の内容が充実され、

児童生徒に還元されることから、適正であると思われます。
Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減、

ＳＤＧｓの達成に向けた取り組み５点について十分に行ったか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
教職員が高い人権意識を持ち、人権教育を行うことで、社会的配慮は十分に行われて

いると思われます。
Ａ Ａ Ａ

５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

2年



校図書館図書標準充足校 単位 校
　習に関する本の収集、図書館の整備などを行うこと　 活

内容説明 国が定める蔵書冊数を満たしている学校数　で、児童が読書活動に親しみ、授業でも有効活用でき 動

　ます。 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・学校図書館が、児童の来室数や読書量の増加など「読 標 予　定 19 19 19指標値
　書センター」としての役割を果たします。 2

実　績 19 19 －－－・学校図書館を活用した授業が増え「学習センター」と

　しての機能も充実します。 名称 単位
・新聞を活用した授業内容が増えます。 活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・学校図書館は、「読書センター」のみならず、確かな 標 予　定指標値
  学びを育む「学習センター」かつ主体的な学びを支え 3

実　績 －－－  る「情報センター」としての機能の充実が不可欠であ

  り、蔵書及び新聞資料やＩＣＴ機器の充実によるさら 名称 単位
　なる利便性の向上を推進していく必要があります。 活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

引き続き学校図書館における正確な蔵書管理及び円滑で適切な蔵書検索を可能にするシステム活用を推進し

ます。また、「読書センター」だけでなく「情報センター」・「学習センター」としての機能の更なる充実

を図るために、計画的な蔵書の更新及びシステム活用の利便性の向上が引き続き必要となります。
今後の方針等

【第２期「健康都市　やまと」　まち・ひと・しごと創生総合戦略関連事業】

令和４年度　事務事業評価表
9581

一般会計

事務事業名 小学校図書館教育推進事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが確かな学力を身につけている

学校教育法

根拠法令 名　称 文字・活字文化振興法

学校図書館法

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小学校の児童 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 47,570 59,628 47,347

人件費 2,631 2,308 2,013

目　的 総事業費 50,201 61,936 49,360

学校図書館の機能を十分発揮できるよう、図書環境の充 5年度事業費（予算額）財源内訳
実を図ります。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・国が定める学校図書館図書標準に基づき、計画的に図 その他 3,009

　書を購入します。 一般財源 44,338

・各小学校の学校図書館に学校司書を配置します。 合　計 47,347

・学校図書館に配架している新聞を普通教室に配架し　 ３.活動内容
　ます。 名称 学校図書館蔵書数 単位 冊
・子どもたちの読書活動推進のため、読書フェスティバ 活

内容説明 全１９校合計　ル及び調べる学習コンクールを開催します。 動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 217,160 217,160 217,160指標値
1

実　績 218,784 220,499 －－－成　果（効果･予測）

・学校図書館に司書を配置し、本の魅力の発信や調べ学 名称 学



度 3年度 4年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
義務教育課程の授業であり、公立校の施設を使用していることから、市の主導により

、責任をもって行う必要があります。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：十分に成果を上げている。

事務事業の成果 図書資料を随時更新し、蔵書を充実させることで、授業等による活用の幅が広がって

います。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

2年度 3年度 4年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
学校図書館運営のために必要な経費であり、適正な水準であると考えます。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
児童に便益が生じるため、受益公平性は図られていると考えます。

Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減、

ＳＤＧｓの達成に向けた取り組み５点について十分に行ったか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
学校図書館の環境整備等によるユニバーサルデザインへの対応や、不要図書のリサイ

クル等、十分に社会的配慮をしていると考えます。
Ａ Ａ Ａ

５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

2年



指導者１人当たりの派遣日数動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・経験の浅い教職員や臨時的任用教員の増加、教職員の 標 予　定 52 52 52指標値
　高齢化等により、専門的な技術指導ができる顧問の確 3

実　績 52 52 －－－　保が困難な状況にあります。

・経験がなく部活動の指導に必要な技能を備えていない 名称 単位
　教師等が部活動の顧問を担わなければならない現状が 活

内容説明　あります。 動

・部活動の地域移行について、具体的な取り組みの実施 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

　に向けて検討を進める必要があります。 標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

・各校の部活動の特色によって支援の要望は多岐にわたるため、補助金交付等により、熱中症対策など健康

　・安全管理を十分に行うことや、活動環境の充実を行います。

・外部指導者の派遣による専門的な指導を行うことで、部活動の更なる活性化を進めていきます。
今後の方針等

・部活動指導員（教員に代わり部活動の指導及び引率が可能）の配置を含め、教員の業務負担軽減を図ると

　ともに、生徒目線に立った部活動の地域移行について検討を行います。

令和４年度　事務事業評価表
9587

一般会計

事務事業名 中学校部活動等支援事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが確かな学力を身につけている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立中学校の生徒 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
交付先：中学校（９校）、大和市中学校体育連盟 事業費 15,779 16,517 16,785

人件費 893 1,946 1,340

目　的 総事業費 16,672 18,463 18,125

中学校の部活動の振興を図り、体力向上や社会性を養い 5年度事業費（予算額）財源内訳
ます。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・各中学校に補助金を交付します。 その他 0

・部活動の外部指導者へ謝礼金を支給します。 一般財源 16,785

・全国大会等への出場にあたって派遣費用を支給しま 合　計 16,785

　す。 ３.活動内容

名称 部活動補助金の交付学校数 単位 校
活

内容説明 対象：大和市立中学校動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 9 9 9指標値
1

実　績 9 9 －－－成　果（効果･予測）

中学校の部活動が活発に実施されます。 名称 外部指導者の人数 単位 人
活

内容説明 指導者が必要な中学校に対し外部指導者を派遣します動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 30 30 30指標値
2

実　績 29 29 －－－

名称 外部指導者の派遣日数 単位 日
活

内容説明 外部



度 3年度 4年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
学校教育の一環であり、行政の関与が必要です。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

2年度 3年度 4年度 Ｂ：成果を上げる余地が一部ある。

事務事業の成果 地域移行の手法について、検討します。

Ａ Ａ Ｂ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

2年度 3年度 4年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
部活動の充実は、学校の活性化の役割を担うため適正であると考えます。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
補助金交付により、多くの生徒が充実した指導環境の中で部活動に参加しており、公

益の公平性を図ることができています。
Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減、

ＳＤＧｓの達成に向けた取り組み５点について十分に行ったか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
広報誌等を通じて、部活動指導者募集等、部活動支援に関する情報を提供しています

。
Ａ Ａ Ａ

５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

2年



図書館図書標準充足校 単位 校
　習に関する本の収集、図書館の整備などを行うこと　 活

内容説明 国が定める蔵書冊数に達している学校数　で、生徒が読書活動に親しみ、授業でも有効活用でき 動

　ます。 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・学校図書館が、生徒の来室数や読書量の増加など「読 標 予　定 9 9 9指標値
　書センター」としての役割を果たします。 2

実　績 9 9 －－－・学校図書館を活用した授業が増え「学習センター」と

　しての機能も充実します。 名称 単位
・新聞を活用した授業内容が増えます。 活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・学校図書館は、「読書センター」のみならず、確かな 標 予　定指標値
　学びを育む「学習センター」かつ主体的な学びを支え 3

実　績 －－－　る「情報センター」としての機能の充実が不可欠であ

　り、蔵書及び新聞資料やＩＣＴ機器の充実によるさら 名称 単位
　なる利便性の向上を推進していく必要があります。 活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

引き続き学校図書館における正確な蔵書管理及び円滑で適切な蔵書検索を可能にするシステム活用を推進し

ます。また、「読書センター」だけでなく「情報センター」・「学習センター」としての機能の充実を図る

ために、計画的な蔵書の更新及びシステム活用の利便性の向上が引き続き必要となります。
今後の方針等

【第２期「健康都市　やまと」　まち・ひと・しごと創生総合戦略関連事業】

令和４年度　事務事業評価表
9590

一般会計

事務事業名 中学校図書館教育推進事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが確かな学力を身につけている

学校教育法

根拠法令 名　称 文字・活字文化振興法

学校図書館法

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立中学校の生徒 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 32,253 35,949 30,237

人件費 1,856 2,308 2,013

目　的 総事業費 34,109 38,257 32,250

学校図書館の機能を十分発揮できるよう、図書環境の充 5年度事業費（予算額）財源内訳
実を図ります。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・国が定める学校図書館図書標準に基づき、計画的に図 その他 1,425

　書を購入します。 一般財源 28,812

・各中学校の学校図書館に学校司書を配置します。 合　計 30,237

・学校図書館に配架している新聞を普通教室に配架し　 ３.活動内容
　ます。 名称 学校図書館蔵書数 単位 冊
・子どもたちの読書活動推進のため、読書フェスティバ 活

内容説明 全９校合計　ル及び調べる学習コンクールを開催します。 動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 127,760 128,080 128,080指標値
1

実　績 140,780 140,896 －－－成　果（効果･予測）

・学校図書館に司書を配置し、本の魅力の発信や調べ学 名称 学校



度 3年度 4年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
義務教育課程の事業であり、公立校の施設を使用していることから、市の主導により

、責任をもって行う必要があります。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：十分に成果を上げている。

事務事業の成果 図書資料を随時更新し、蔵書を充実させることで、授業等による活用の幅が広がって

います。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

2年度 3年度 4年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
図書資料を随時更新し、蔵書を充実させることで、授業等による活用の幅が広がって

います。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
生徒に便益が生じるため、受益公平性は図られていると考えます。

Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減、

ＳＤＧｓの達成に向けた取り組み５点について十分に行ったか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
学校図書館の環境整備等によるユニバーサルデザインへの対応や、不要図書のリサイ

クル等、十分に社会的配慮をしていると考えます。
Ａ Ａ Ａ

５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

2年



ことができます。 活
内容説明 地域教育力を活用して教育活動を進める学校数動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 19 19 19指標値
2

実　績 19 19 －－－

名称 学校支援人材ボランティア登録者数 単位 人
活

内容説明 地域教育力活用として学校運営に携わるボランティア登録者数動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・外部の立場からの助言は、教育活動を展開していくう 標 予　定 70 70 70指標値
　えでも重要であることから、今後も引き続き地域教育 3

実　績 40 37 －－－　力を活用した学校運営が望まれます。

・学校運営協議会（コミュニティスクール）が１校設置 名称 学校運営協議会設置校数 単位 校
　されていますが、さらに設置校を増やしていく必要が 活

内容説明 学校運営協議会を設置している学校数　あります。 動

※令和４年度は、新型コロナの影響でボランティア登録 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

　者数が減少したものと推測されます。 標 予　定 0 1 2指標値
4

実　績 0 1 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

・学校評議員を始めとした地域の人と連携し、各種活動のより一層の充実を図ります。

・学校運営協議会の意義や現在設置されている学校の活動内容等を発信し、拡充に努めます。

【第２期「健康都市　やまと」まち・ひと・しごと創生総合戦略関連事業】
今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
9877

一般会計

事務事業名 小学校地域教育力活用推進事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの豊かな心・健やかな体を育む

めざす成果 多様性を尊重し他者とともに生きるための社会性が育っている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小学校の児童 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 895 941 1,028

人件費 136 1,340 1,415

目　的 総事業費 1,031 2,281 2,443

学校評議員をはじめ、地域の人材を積極的に活用し、家 5年度事業費（予算額）財源内訳
庭･地域と一体となって開かれた学校運営を図ることに 国支出金 0

より、学校教育の充実を図ります。 県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・学校評議員を依頼します。 その他 0

・各学校に対し、地域教育力を活用した教育活動を支援 一般財源 1,028

　します。 合　計 1,028

・教育委員会で作成した学校支援ボランティア人材バン ３.活動内容
　クのファイルを各校へ配付します。 名称 学校評議員の人数 単位 人
・コミュニティスクールを導入します。 活

内容説明 小学校における学校評議員の人数動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 115 97 91指標値
1

実　績 106 97 －－－成　果（効果･予測）

学校・家庭・地域が一体となり、児童の育成にかかわる 名称 地域教育力活用実施校数 単位 校
ことで、児童が幅広い体験をする



度 3年度 4年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
市が所管する小学校であり、関与する必要があります。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

2年度 3年度 4年度 Ｂ：成果を上げる余地が一部ある。

事務事業の成果 学校と地域の連携の制度のあり方について、検証する必要があります。

Ａ Ａ Ｂ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

2年度 3年度 4年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
学校と地域が連携するために必要な経費として調整しており、適正な水準です。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
地域の人的資源を有効活用するためのものであり、適正です。

Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減、

ＳＤＧｓの達成に向けた取り組み５点について十分に行ったか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
地域の人的資源の参加を活用するものであり、十分配慮しているものであると考えま

す。
Ａ Ａ Ａ

５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

2年



容説明 地域教育力を活用して教育活動を進める学校数動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 9 9 9指標値
2

実　績 9 9 －－－

名称 学校支援人材ボランティア登録者数 単位 人
活

内容説明 地域教育力活用として学校運営に携わるボランティア登録者数動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・外部の立場からの助言は、教育活動を展開していくう 標 予　定 70 70 70指標値
　えでも重要であることから、今後も引き続き地域教育 3

実　績 31 37 －－－　力を活用した学校運営が望まれます。

・学校運営協議会（コミュニティースクール）が１校設 名称 職業体験及び職業講話の実施校数 単位 校
　置されていますが、更なる設置校を増やしていく必要 活

内容説明 職業体験及び職業講話を実施した学校数　があります。 動

※令和４年度は、新型コロナの影響で一部の事業を中止 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

※令和４年度は、新型コロナの影響でボランティア登録 標 予　定 9 9 6指標値
　者数及び職業体験が減少したものと推測される。 4

実　績 0 2 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

・学校評議員を始めとした地域の人と連携し、各種活動のより一層の充実を図ります。

・学校運営協議会の意義や現在設置されている学校の活動内容等を発信し、拡充に努めます。

【第２期「健康都市やまと」まち・ひと・しごと創生総合戦略関連事業】
今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
9961

一般会計

事務事業名 中学校地域教育力活用推進事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの豊かな心・健やかな体を育む

めざす成果 多様性を尊重し他者とともに生きるための社会性が育っている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立中学校の生徒 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 568 606 761

人件費 136 1,340 1,415

目　的 総事業費 704 1,946 2,176

学校評議員をはじめ、地域の人材を積極的に活用し、家 5年度事業費（予算額）財源内訳
庭・地域と一体となって開かれた学校運営を図ることに 国支出金 0

より、学校教育の充実を図ります。 県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・学校評議員を依頼します。 その他 0

・各学校に対し、地域教育力を活用した教育活動を支援 一般財源 761

　します。 合　計 761

・教育委員会で作成した学校支援ボランティア人材バン ３.活動内容
　クのファイルを各校へ配付します。 名称 学校評議員の人数 単位 人
・コミュニティスクールを導入します。 活

内容説明 中学校における学校評議員の人数動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 50 41 34指標値
1

実　績 50 41 －－－成　果（効果･予測）

学校・家庭・地域が一体となって教育活動を進めること 名称 地域教育力活用実施校数 単位 校
により、生徒が幅広い体験をすることができます。 活

内



度 3年度 4年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
市が所管する中学校であり、関与する必要があります。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

2年度 3年度 4年度 Ｂ：成果を上げる余地が一部ある。

事務事業の成果 学校と地域の連携の制度のあり方について、検証する必要があります。

Ａ Ａ Ｂ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

2年度 3年度 4年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
学校と地域が連携するために必要な経費として調整しており、適正な水準です。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
地域の人的資源を有効活用するためのものであり、適正です。

Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減、

ＳＤＧｓの達成に向けた取り組み５点について十分に行ったか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
地域の人的資源の参加を活用するものであり、十分配慮しているものであると考えま

す。
Ａ Ａ Ａ

５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

2年



より、迅速に情 名称 学校ＰＳメール配信件数 単位 件
　報を伝達することができ、児童・生徒の安全性が向上 活

内容説明 不審者・登下校・行事・その他について配信　します。 動

・防犯ブザーを配付することにより、通学児童の安全性 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

　が向上します。 標 予　定 1,334 1,456 1,456指標値
2

実　績 2,039 1,648 －－－

名称 学校ＰＳメール世帯普及率 単位 ％
活

内容説明 児童生徒在籍世帯数における学校ＰＳメール登録世帯数の割合動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・メール配信システムの運用にあたり、個人情報等のセ 標 予　定 97 99 99指標値
　キュリティ管理の徹底、システム障害の回避に万全を 3

実　績 99.1 98.7 －－－　期すことが重要です。

・保護者のスマートフォン、携帯電話等の所持率が上　 名称 防犯ブザー配布校数 単位 校
　がっている中、継続して加入率の向上を目指しま　　 活

内容説明 新一年生へ防犯ブザーを配布した小学校数　す。 動

・防犯ブザーの継続的な配布と効果的な使用方法の周知 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

　が重要です。 標 予　定 19 19 19指標値
4

実　績 19 19 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

メール配信サービスにおいて、大きな混乱もなく、更なるサービスの維持向上を図ります。

市立小学校新入学児童への防犯ブザーの配布を継続します。

今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
14776

一般会計

事務事業名 児童生徒安全対策事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの豊かな心・健やかな体を育む

めざす成果 心身ともに健康に学校生活を送ることができている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成19年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小中学校の児童生徒及びその保護者 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 2,504 2,464 2,733

人件費 74 2,754 3,053

目　的 総事業費 2,578 5,218 5,786

犯罪等から子どもの安全を守り、保護者が安心して学校 5年度事業費（予算額）財源内訳
に通わせられるよう、安全対策を強化します。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：委託 】 市債 0

・メール配信システムを活用し、犯罪・不審者・自然災 その他 0

　害等の情報を、利用登録した保護者へ迅速に伝達しま 一般財源 2,733

　す。 合　計 2,733

・学校ごとの連絡事項をメール配信で保護者へ伝達しま ３.活動内容
　す。 名称 学校ＰＳメール実施学校数 単位 校
・市内小学校の新１年生を対象に防犯ブザーを配付しま 活

内容説明 大和市内全公立小中学校　す。 動

・見守り活動を視覚的にアピールするため「大和市子ど 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

　も見守り隊」のベストを購入します。 標 予　定 28 28 28指標値
1

実　績 28 28 －－－成　果（効果･予測）

・メール配信システムを利用することに



度 3年度 4年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
全国的に児童生徒に対する事件が発生しており、特に、登下校時の安全確保が求めら

れているため。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：十分に成果を上げている。

事務事業の成果 メール配信サービスにより、多くの児童生徒、保護者へ情報提供ができています。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

2年度 3年度 4年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
デジタル戦略課が取りまとめ、契約したメール配信サービスの経費を加入数により按

分しています。新入学児童への防犯ブザーも適切な物を十分に配布できており、適正
Ａ Ａ Ａ

な水準であると考えます。

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
メール配信サービスにより、多くの児童生徒、保護者に便益が生じるため、受益の公

平性は図られていると考えます。
Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減、

ＳＤＧｓの達成に向けた取り組み５点について十分に行ったか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
メール配信サービスにより、情報提供、環境負担軽減への取り組みが行われていると

考えます。
Ａ Ａ Ａ

５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

2年



0 4,500 4,500指標値
1

実　績 4,500 4,500 －－－成　果（効果･予測）

・いじめ発見のための児童生徒対象のアンケートを全小 名称 フォーラムの開催回数 単位 回
　中学校で実施し、一人ひとりの現状把握に努め、素早 活

内容説明 いじめ撲滅や不登校対策のフォーラムの開催回数　い対応ができるようになります。 動

・いじめ防止の具体的実践を発信していく中で、各校の 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

　取り組みに効果的に活かすことができます。 標 予　定 1 1 1指標値
・不登校を出さないための教職員の指導力の向上、早期 2

実　績 1 1 －－－　発見・早期対応による解決が期待できます。

・訪問研修を行い、いじめを生み出さない環境づくりと 名称 1人1台端末によるアプリケーション登録率 単位 ％
　児童生徒の小さな変化を見逃さない感覚を高めます。 活

内容説明 1人1台端末による匿名報告・相談アプリ登録率動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・いじめ、偏見、差別等の兆候や、児童生徒が発するサ 標 予　定 100 100 100指標値
　インを早期に発見し、対応できるよう、児童生徒の様 3

実　績 100 100 －－－　子を細かく観察、把握するとともに、いじめ等を把握

　した際は、教員が一人で対応することなく学校が組織 名称 スマートフォン・PC等によるアプリケーション登録率 単位 ％
　的に対応することが必要です。 活

内容説明 スマートフォン・PC等による匿名報告・相談アプリ登録率・新たな不登校を生み出さないための、魅力ある学校づ 動

　くり、授業づくりを行う集団指導の充実と、現在不登 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

　校状態にある児童生徒に対して、他機関との連携を図 標 予　定 8 8 1指標値
　りながら、学校としての個別支援体制の充実が必要で 4

実　績 5.38 0.59 －－－　す。

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

・児童生徒指導をテーマにした訪問研修について、いじめ不登校を生まない環境づくり、教職員の指導力を

　向上させることなど、内容を検討し、児童生徒理解の充実を図ります。

・匿名報告相談アプリについて、市内全中学校の生徒および市内全小学校の５、６年生児童の端末からも報
今後の方針等

　告相談ができるよう整備を行ったことを改めて周知し、引き続き学校と連携していじめの早期発見・早期

　対応を図っていきます。

令和４年度　事務事業評価表
18484

一般会計

事務事業名 いじめ等対策事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの豊かな心・健やかな体を育む

めざす成果 多様性を尊重し他者とともに生きるための社会性が育っている

学校教育法

根拠法令 名　称 いじめ防止対策推進法

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小中学校の児童生徒とその保護者及び教職員 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 16,275 18,134 23,649

人件費 7,536 7,146 7,373

目　的 総事業費 23,811 25,280 31,022

市立小中学校におけるいじめの撲滅を目指すとともに、 5年度事業費（予算額）財源内訳
子どもたちが安心して学校生活が送れるような学校づく 国支出金 0

りに取り組みます。 県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・いじめ防止を学校指導者・地域で考え、行動に移せる その他 0

　よう教育フォーラムを開催します。 一般財源 23,649

・児童支援中核教諭に伴う非常勤講師を配置します。 合　計 23,649

・全小中学校に対して児童・生徒指導研修会（訪問研修 ３.活動内容
　）を実施します。 名称 リーフレットの配付枚数 単位 枚
・匿名報告・相談アプリケーションを市内全５・６年生 活

内容説明 いじめ撲滅や不登校対策の啓発リーフレットの配布枚数　児童及び全生徒が使用できる環境を整備します。 動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 4,50



度 3年度 4年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
義務教育課程内における教育活動であるため市が関与する必要性が高いと考えます。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：十分に成果を上げている。

事務事業の成果 教職員・児童生徒・保護者の意識が高まり、各学校での対応が積極的に行われていま

す。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

2年度 3年度 4年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
主な費用は、匿名報告相談アプリの運用及び児童支援中核教諭の配置などであり、こ

れにより児童生徒への対応や理解が図られることから、適正であると考えます。
Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
匿名報告相談アプリによる学校との連携、児童支援中核教諭の配置などにより、児童

生徒への対応や理解が図られるため、適正であると考えます。
Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減、

ＳＤＧｓの達成に向けた取り組み５点について十分に行ったか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
教育的ニーズに対応するための事業であり、実施することによりユニバーサルデザイ

ン等への対応がなされるものと考えます。
Ａ Ａ Ａ

５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

2年



年度 (当該年度) 5年度

　る環境を整備します。 標 予　定 19 19 19指標値
1

実　績 19 19 －－－成　果（効果･予測）

・「放課後寺子屋やまと」で個別課題に対する学習支援 名称 中学校放課後寺子屋やまとの開催校 単位 校
　を行うことにより、基礎学力の定着が図られます。 活

内容説明 中学校空き教室を利用し、学習支援を行った校数・「放課後子ども教室」での学びや遊びを通して、異な 動

　る学年の児童や大人と交流を図る機会を提供します。 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・小学校における教員の授業力が向上し、児童の学力向 標 予　定 9 9 9指標値
　上に繋がります。 2

実　績 9 9 －－－・中学校では定期テスト前や長期休業期間中に、試験・

　入試対策等の実践的な学習支援を行うことで、生徒そ 名称 単位
　れぞれのニーズにあった学習の場を提供します。 活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・小学校放課後寺子屋やまと及び放課後子ども教室の人 標 予　定指標値
　材確保および事業充実を図るため、学習支援員・パー 3

実　績 －－－　トナーの賃金引き上げが必要です。

・小中学校寺子屋やまと及び放課後子ども教室における 名称 単位
　学習や体験的活動に必要な消耗品・備品の価格高騰に 活

内容説明　伴い、予算を増額させる必要があります。 動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

小中学校放課後寺子屋やまとが、多くの児童生徒にとって学力向上、並びに学力保障の重要な拠点となって

いることから、事業の重要性が高まっており、支援環境を含めた体制の充実が必要です。

【第２期「健康都市やまと」まち・ひと・しごと創生総合戦略関連事業】
今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
35113

一般会計

事務事業名 学力向上対策推進事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが確かな学力を身につけている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成26年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

小学校の全児童・教員、中学校の全生徒 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 211,732 211,089 228,381

人件費 24,573 18,820 17,277

目　的 総事業費 236,305 229,909 245,658

児童生徒への学習支援を行うとともに、特に小学校の若 5年度事業費（予算額）財源内訳
手教員の指導力を養うことで、総体的に学力の向上を図 国支出金 0

ります。 県支出金 70,418

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・小学校において「放課後寺子屋やまと」「夏休み寺子 その他 0

　屋やまと」「放課後子ども教室(ひろば)」を開催しま 一般財源 157,963

　す。 合　計 228,381

・小学校教員の指導力向上のための支援を行います。 ３.活動内容
・中学校において「中学校寺子屋やまと」「長期休業期 名称 小学校放課後寺子屋やまとの開催校 単位 校
　間中における学習支援」を開催し、授業中、放課後及 活

内容説明 小学校空き教室を利用し、学習支援を行った校数　び長期休業期間中の学習支援を行います。 動

・オンライン学習システムを市内全児童生徒が使用でき 指 3年度 4



度 3年度 4年度 Ａ：市が関与する必要性が高い。

市の関与の妥当性
学校における教育に関するため、市が関与する必要性は高いと考えます。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 さらに成果を上げるにはどうしたらよいか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：十分に成果を上げている。

事務事業の成果 児童・生徒の学力保障に資しております。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 事業費、人件費は適正か。

2年度 3年度 4年度 Ａ：経費は適正な水準である。

事業費・人件費
児童・生徒の教育に関する必要な経費のため、適正な水準であると考えます。

Ａ Ａ Ａ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：受益・負担は適正である。

受益・負担の公平性
多くの児童・生徒が寺子屋やまと及び子ども教室に参加しており、広く便益が生じて

いるため、適正であると考えます。
Ａ Ａ Ａ

評価結果
市民参加、情報提供、ユニバーサルデザインへの対応、環境負担軽減、

ＳＤＧｓの達成に向けた取り組み５点について十分に行ったか。

2年度 3年度 4年度 Ａ：社会的配慮を十分に行っている。

社会的配慮
児童・生徒に対する多様なニーズに対応する事業のため、社会的配慮を十分に行って

いると考えます。
Ａ Ａ Ａ

５.評価結果

評価結果 市が関与する必要性があるか。

2年



。 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 28 28 28指標値
2

実　績 28 28 －－－

名称 要請訪問の回数 単位 回
活

内容説明 教育実践上の課題解決のため、学校に指導助言を行います動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・国や県の方針と学校の現状を照らし合わせ、研修の内 標 予　定 50 56 75指標値
　容を検討する必要があります。 3

実　績 53 73 －－－・「新たな教師の学びの姿」の実現や「学校の働き方改

　革」の推進により、各種研修の実施方法の検討が必要 名称 訪問指導した学校数（実数） 単位 校
　です。 活

内容説明 大和市内全公立小中学校で実施します動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 28 28 28指標値
4

実　績 28 28 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

・計画訪問で学校の状況を調査し、国や県の情報をもとに、研修内容を策定していきます。

・専門的知識を有する外部講師を招聘する予定です。

・国や県の動向を注視、研修方法等を検討していきます。
今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
9567

一般会計

事務事業名 教職員研修実施事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが確かな学力を身につけている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小中学校の教職員 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 30 50 84

人件費 30,297 24,267 22,713

目　的 総事業費 30,327 24,317 22,797

教職員を対象とする研修会を開催し、各種の教育課題に 5年度事業費（予算額）財源内訳
関し必要な専門知識や技能の習得を促進します。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・新採用から校長に至るまでの各職責段階別、教育課題 その他 0

　別など、必要に応じた研修会を開催します。 一般財源 84

・学校独自で行う研修会への支援を行います。 合　計 84

３.活動内容

名称 研修会の実施回数 単位 回
活

内容説明 教職員等を対象とした研修会の回数動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 110 110 110指標値
1

実　績 79 84 －－－成　果（効果･予測）

・できるだけ多くの教職員が研修内容を理解し、個々の 名称 計画訪問の回数 単位 回
　指導力の向上を図り、教育活動に活用します。 活

内容説明 授業研究を中心とした個別指導を実施します・指導主事が市内全小中学校に訪問し研修を行ったこと 動

　で、学校内での共通理解が図られます



3
実　績 －－－す。

名称 単位
活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅲ：廃止または終了

令和４年度をもって当該事業を廃止し、修学旅行等への看護師派遣については、日常生活において医療的ケ

アを必要とする児童生徒に対してのみ看護師派遣を行う方向で見直しを行いました。（特別支援教育推進事

業にて実施）
今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
9568

一般会計

事務事業名 修学旅行等への看護師派遣事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが個性・能力にあった教育を受けている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

令和04年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小中学校 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 2,406 4,859 0

人件費 452 298 0

目　的 総事業費 2,858 5,157 0

宿泊を伴う学校行事に看護師を派遣することにより、参 5年度事業費（予算額）財源内訳
加児童生徒の体調不良等に備えます。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：委託 】 市債 0

・修学旅行・野外キャンプ・宿泊移動教室に看護師を派 その他 0

　遣します。 一般財源 0

・看護師の派遣は、民間の派遣会社に委託します。 合　計 0

３.活動内容

名称 看護師を派遣した行事の回数 単位 回
活

内容説明 修学旅行等へ看護師を派遣した回数動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 66 65 0指標値
1

実　績 37 64 －－－成　果（効果･予測）

専門的な立場から児童生徒の体調管理ができます。 名称 単位
活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
2

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・委託費用の高額化など、全校において宿泊を伴う行事 標 予　定指標値
に対し、看護師派遣を行う必要性があるか検討が必要で



標値
要となります。4年ごとに行われる教科書の採択替えに 3

実　績 －－－伴い、学校の需要に応じた、教員用教科書及び学習指導

書の更新が必要です。 名称 単位
活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

教科指導における教員の指導力向上のため、事業を継続して実施します。

今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
9571

一般会計

事務事業名 指導図書等整備事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが個性・能力にあった教育を受けている

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 無

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小中学校の教職員 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 4,676 3,518 68,453

人件費 1,117 1,861 1,415

目　的 総事業費 5,793 5,379 69,868

教員が教科指導を効果的に行う環境を整えます。 5年度事業費（予算額）財源内訳
国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・教員に教科書、準教科書及び学習指導書を配布しま　 その他 0

　す。 一般財源 68,453

・各学校に指導用の教材を配布します。 合　計 68,453

３.活動内容

名称 指導用教科書の種目数 単位 種目
活

内容説明 小学校：１１教科１３種目、中学校：１０教科、１６種目動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 29 29 29指標値
1

実　績 29 29 －－－成　果（効果･予測）

教員が教科指導を効果的に行える環境が整います。 名称 準教科書の種目数 単位 種目
活

内容説明 小学校：１種目、中学校：２種目動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 3 3 3指標値
2

実　績 3 3 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

効果的な教科指導を行う上で、教科書の学習指導書が重 標 予　定指



公立小学校動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 19 19 19指標値
2

実　績 9 11 －－－

名称 美術鑑賞事業補助金交付実施校 単位 校
活

内容説明 対象：大和市内公立小学校動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・近年、人や自然、文化とのふれあいが減少傾向にある 標 予　定 0 0 0指標値
　児童には、実体験を通じて自ら学ぶ能力を養う学習の 3

実　績 0 0 －－－　場を提供することが必要です。

※令和４年度は、新型コロナの影響で一部の事業を中止 名称 ブラッシング指導実施校数 単位 校
活

内容説明 対象：大和市内公立小学校動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 15 16 17指標値
4

実　績 14 16 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

保護者の負担金額等を考慮しながら、各校への補助金の交付を継続していきます。小学校6年生を対象とし

た「こころの劇場（劇団四季公演会）」の事業実施を行います。ブラッシング指導について歯科衛生士会及

び学校と連絡調整の上、継続して実施します。
今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
9579

一般会計

事務事業名 小学校行事等支援事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが確かな学力を身につけている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小学校の児童　交付先：小学校（１９校） 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 2,795 3,228 5,047

人件費 521 2,020 1,638

目　的 総事業費 3,316 5,248 6,685

児童が心身共に健康で豊かな人間性を育めるよう、自然 5年度事業費（予算額）財源内訳
にふれたり、優れた芸術に接する等の機会を提供します 国支出金 0

。 県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・各小学校が実施する野外キャンプ、福祉に関する体験 その他 0

　学習等を支援するため、補助金を交付します。 一般財源 5,047

・歯の健康に向けた生活習慣を確立させるため、ブラッ 合　計 5,047

　シング指導の支援を行います。 ３.活動内容
・市立小学校を対象に芸術鑑賞会（こころの劇場）を開 名称 野外キャンプ実施校数 単位 校
　催します。 活

内容説明 対象：大和市内公立小学校動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 19 19 19指標値
1

実　績 15 19 －－－成　果（効果･予測）

教育活動の中で、心豊かな人間性を育む機会が提供でき 名称 文化的行事補助金交付実施校数 単位 校
ます。 活

内容説明 対象：大和市内



。

・小学校における授業指導を効果的に実施するため、全 名称 単位
　国的な物価の高騰に伴い、備品・消耗品の予算を増額 活

内容説明　する必要があります。 動

・グラウンド遊具、体育館器具等の老朽化に伴い、計画 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

　的に修繕を行う必要があります。 標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

・小学校の教育活動に必要な教材を学校の要望に基づき整備します。

・引き続き教材教具研究協議会で標準教材品目表の見直しを実施し、適切な教育実践の実現のために必要な

　環境整備ができるようにします。
今後の方針等

・標準教材品目表を基準とし、教材のデジタル化推進等の動向に注視しつつ、学校要望に応じた教材備品の

　整備を進めます。

・グラウンド遊具、体育館器具等の修繕に伴う対応は、点検の結果を参考にしつつ、教育総務課施設係と調

　整を行いながら進めていきます。

令和４年度　事務事業評価表
9580

一般会計

事務事業名 小学校教材等整備事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが個性・能力にあった教育を受けている

学校教育法

根拠法令 名　称 理科教育振興法

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小学校の児童 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 12,092 14,465 15,481

人件費 1,425 2,616 2,088

目　的 総事業費 13,517 17,081 17,569

小学校の教育活動に必要な教材を整備します。 5年度事業費（予算額）財源内訳
国支出金 1,752

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・各小学校の要望に基づき、教材備品等を計画的に整備 その他 2,000

　します。 一般財源 11,729
合　計 15,481

３.活動内容

名称 教材教具研究協議会の回数 単位 回
活

内容説明 適正な教材選定等を検討します動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 1 1 1指標値
1

実　績 1 1 －－－成　果（効果･予測）

小学校において、教育活動を実施する環境が整います。 名称 単位
活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
2

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・設置されている校庭遊具・教材備品等は安全確保を優 標 予　定指標値
　先して老朽化対策等による適切な維持管理が必要とな 3

実　績 －－－　ります



動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

学習指導要領改訂の際には、準教科書（体育）の内容が 標 予　定指標値
改訂されるため、新しく整備する必要があります。 3

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

・教育委員会が採択した教科用図書を配布し、発達段階に合った体育の準教科書を各学校に整備します。

・国語、算数及び英語の指導者用デジタル教科書を購入し、配信します。

今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
9582

一般会計

事務事業名 小学校教科書等整備事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが個性・能力にあった教育を受けている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小学校の児童 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 5,367 5,203 9,090

人件費 596 1,265 3,875

目　的 総事業費 5,963 6,468 12,965

児童に体育の準教科書を配付するとともに、指導者用デ 5年度事業費（予算額）財源内訳
ジタル教科書を配信し、教科学習を効果的に実施します 国支出金 0

。 県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・各学校に体育の準教科書を整備します。 その他 0

・国語、算数及び英語の指導者用デジタル教科書を配信 一般財源 9,090

　します。 合　計 9,090

・社会科の教材として、大和市の地図を各学校に配布し ３.活動内容
　ます。 名称 小学校教科書給与種目数 単位 種目

活
内容説明 １１教科１３種目動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 13 13 13指標値
1

実　績 13 13 －－－成　果（効果･予測）

児童用の準教科書が学校に整備され、教科学習を行える 名称 小学校準教科書給与種目数 単位 種目
環境が整います。 活

内容説明 １種目（体育）動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 1 1 1指標値
2

実　績 1 1 －－－

名称 単位
活

内容説明



績 －－－　ズに応じたきめ細やかな配慮が必要です。

・小学校における特別支援教育を効果的に実施するた　 名称 単位
　め、全国的な物価の高騰に伴い、備品・消耗品の予算 活

内容説明　を増額する必要があります。 動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

支援を必要とする児童の増加に伴い、教育的ニーズの多様化に対応するための環境整備を引き続き行ってい

く必要があります。今後も「基礎的環境整備」とともに児童一人ひとりに合った「合理的配慮」を見据えた

教材整備を進めていきます。
今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
9584

一般会計

事務事業名 小学校特別支援教育教材備品等整備事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが個性・能力にあった教育を受けている

学校教育法

根拠法令 名　称 障害者差別解消法

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小学校の特別支援学級の児童 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 1,136 967 1,038

人件費 74 1,117 1,492

目　的 総事業費 1,210 2,084 2,530

特別支援教育の充実を図るため、個々のニーズに合った 5年度事業費（予算額）財源内訳
教材等を整備します。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・学校の要請に基づき、特別支援教育の効果を高めるた その他 0

　めに必要な備品等を整備します。 一般財源 1,038
合　計 1,038

３.活動内容

名称 教材教具研究協議会の回数 単位 回
活

内容説明 適正な教材の検討動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 1 1 1指標値
1

実　績 1 1 －－－成　果（効果･予測）

・特別支援教育に必要な環境が整います。 名称 単位
活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
2

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・特別支援教育用教材は児童の発達や特性に応じた内容 標 予　定指標値
　が求められます。教材整備にあたっては、個々のニー 3

実　



実　績 7 6 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・近年、人や自然、文化とのふれあいが減少傾向にある 標 予　定指標値
　生徒には、実体験を通じて自ら学ぶ能力を養う学習の 3

実　績 －－－　場を提供することが必要です。

・福祉に関する体験学習において、車いすバスケットの 名称 単位
　事業を実施する際に、健康福祉総務課及び学校との調 活

内容説明　整が必要です。 動

※令和４年度は、新型コロナの影響で一部の事業を中止 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

保護者の負担金額等を考慮しながら、各校への補助金の交付を継続していきます。

今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
9588

一般会計

事務事業名 中学校行事等支援事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが確かな学力を身につけている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立中学校の生徒　交付先：中学校（９校）、県中学校 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
文化連盟大和支部 事業費 3,224 4,055 4,856

人件費 223 1,871 1,564

目　的 総事業費 3,447 5,926 6,420

生徒が心身共に健康で豊かな人間性を育めるよう、自然 5年度事業費（予算額）財源内訳
にふれたり、優れた芸術に接する等の機会を提供します 国支出金 0

。 県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・各中学校が実施する野外キャンプ、福祉に関する体験 その他 0

　学習等を支援するため、補助金を交付します。 一般財源 4,856

・神奈川県中学校文化連盟大和支部総合文化祭実行委員 合　計 4,856

  会へ補助金を交付します。 ３.活動内容

名称 野外キャンプ実施校 単位 校
活

内容説明 大和市内公立中学校動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 9 9 9指標値
1

実　績 9 9 －－－成　果（効果･予測）

教育活動の中で、心豊かな人間性を育む機会が提供でき 名称 文化的行事補助金交付実施校 単位 校
ます。 活

内容説明 大和市内公立中学校動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 9 9 9指標値
2



指導を効果的に実施するため、全 名称 単位
　国的な物価の高騰に伴い、備品・消耗品の予算を増額 活

内容説明　する必要があります。 動

・グラウンド器具、体育館器具等の老朽化に伴い、計画 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

　的に修繕を行う必要があります。 標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

・中学校の教育活動に必要な教材を学校の要望に基づき整備します。

・引き続き教材教具研究協議会で標準教材品目表の見直しを実施し、適切な教育実践の実現のために必要な

　環境整備ができるようにします。
今後の方針等

・標準教材品目表を基準とし、教材のデジタル化推進等の動向に注視しつつ、学校要望に応じた教材備品の

　整備を進めます。

・グラウンド器具、体育館器具等の修繕に伴う対応は、点検の結果を参考にしつつ、教育総務課施設係と調

　整を行いながら進めていきます。

令和４年度　事務事業評価表
9589

一般会計

事務事業名 中学校教材等整備事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが個性・能力にあった教育を受けている

学校教育法

根拠法令 名　称 理科教育振興法

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立中学校の生徒 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 7,351 7,144 8,382

人件費 1,425 2,616 2,088

目　的 総事業費 8,776 9,760 10,470

中学校の教育活動に必要な教材を整備します。 5年度事業費（予算額）財源内訳
国支出金 1,105

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・各中学校の要望に基づき、教材備品等を計画的に整備 その他 0

　します。 一般財源 7,277
合　計 8,382

３.活動内容

名称 教材教具研究協議会の回数 単位 回
活

内容説明 適正な教材選定等を検討します動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 1 1 1指標値
1

実　績 1 1 －－－成　果（効果･予測）

中学校において、教育活動を実施する環境が整います。 名称 単位
活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
2

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・設置されている校庭遊具・教材備品等は安全確保を優 標 予　定指標値
　先して老朽化対策等による適切な維持管理が必要とな 3

実　績 －－－　ります。

・中学校における授業



度) 5年度

学習指導要領完全実施及び教科用図書採択の際には、準 標 予　定指標値
教科書（体育）の内容も段階的に改訂されるため、新し 3

実　績 －－－く整備する必要があります。

名称 単位
活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

教育委員会で採択した教科用図書及び体育の準教科書を配付します。

国語および理科、英語の指導者用デジタル教科書を購入し、配信します。

今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
9591

一般会計

事務事業名 中学校教科書等整備事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが個性・能力にあった教育を受けている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立中学校の生徒 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 3,505 3,595 4,145

人件費 744 1,265 2,907

目　的 総事業費 4,249 4,860 7,052

生徒に体育の準教科書を配付するとともに、指導者用デ 5年度事業費（予算額）財源内訳
ジタル教科書を配信し、教科学習を効果的に実施します 国支出金 0

。 県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・体育の準教科書を配付します。 その他 0

・国語・理科・英語の指導者用デジタル教科書を配信し 一般財源 4,145

　ます。 合　計 4,145

・社会科の教材として、大和市の地図を配付します。 ３.活動内容

名称 中学校教科書給与種目数 単位 種目
活

内容説明 １０教科１６種目動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 16 16 16指標値
1

実　績 16 16 －－－成　果（効果･予測）

教科書等が生徒に配付され、教科学習を行える環境が整 名称 中学校準教科書給与種目数 単位 種目
います。 活

内容説明 １種目（体育）動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 2 1 1指標値
2

実　績 1 1 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年



きめ細やかな配慮が必要です。

・中学校における特別支援教育を効果的に実施するた　 名称 単位
　め、全国的な物価の高騰に伴い、備品・消耗品の予算 活

内容説明　を増額する必要があります。 動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

支援を必要とする生徒の増加に伴い、教育的ニーズの多様化に対応するための環境整備を引き続き行ってい

く必要があります。今後も「基礎的環境整備」とともに生徒一人ひとりに合った「合理的配慮」を見据えた

教材整備を進めていきます。
今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
9592

一般会計

事務事業名 中学校特別支援教育教材備品等整備事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが個性・能力にあった教育を受けている

学校教育法

根拠法令 名　称 障害者差別解消法

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立中学校の特別支援学級の生徒 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 578 378 411

人件費 74 1,117 1,492

目　的 総事業費 652 1,495 1,903

特別支援教育の充実を図るため、個々のニーズに合った 5年度事業費（予算額）財源内訳
教材等を整備します。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・学校の要請に基づき、特別支援教育の効果を高めるた その他 0

　めに必要な備品等を整備します。 一般財源 411
合　計 411

３.活動内容

名称 教材教具研究協議会の回数 単位 回
活

内容説明 適正な教材の検討動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 1 1 1指標値
1

実　績 1 1 －－－成　果（効果･予測）

・特別支援教育に必要な環境が整います。 名称 単位
活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
2

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・特別支援教育用教材は生徒の発達や特性に応じた内容 標 予　定指標値
　が求められます。教材整備にあたっては、個々のニー 3

実　績 －－－　ズに応じた



度

教育水準の向上のために、教職員の研究活動を促進し、 標 予　定 3 3 3指標値
各学校の研究内容をデータベース化し、成果を共有して 3

実　績 3 3 －－－います。今後もこのデータベースを活用し、教職員の指

導力を高めていく必要があります。 名称 単位
活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

各校が実態に応じた課題を定め、研究や研修を通して課題解決に向けた教職員の指導力・授業力の向上を図

っていますが、更なる内容拡充、事務手続きの簡略化を推進していきます。

今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
9940

一般会計

事務事業名 教育研究支援事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが確かな学力を身につけている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小中学校の教職員 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 6,327 6,053 5,570

人件費 744 2,839 2,532

目　的 総事業費 7,071 8,892 8,102

市立小中学校教職員の指導力を高め、教育水準の向上を 5年度事業費（予算額）財源内訳
図ります。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営・委託 】 市債 0

・各学校の校内研究組織に各種の教育研究を委託し その他 0

　ます。 一般財源 5,570

・市内教職員の研究組織（小中教育研究会）に補助金を 合　計 5,570

　交付します。 ３.活動内容

名称 教育研究委託件数 単位 件
活

内容説明 対象：大和市小学校（中学校）教育研究会動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 40 40 40指標値
1

実　績 40 40 －－－成　果（効果･予測）

教職員の指導力が上がり、教育水準が向上します。 名称 校内研究実施校 単位 校
活

内容説明 対象：大和市立小中学校動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 28 28 28指標値
2

実　績 28 28 －－－

名称 補助金交付件数 単位 件
活

内容説明 大和市小学校（中学校）教育研究会動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年



り、障がいのある児童生徒の社会性を育むとともに、教 活
内容説明 特別支援学級に在籍する児童生徒の作品展示員間の情報交換等を通じて相互の教育技術の向上を図る 動

ことができます。 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 1 1 1指標値
2

実　績 1 1 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

共生社会の実現とインクルーシブ教育の推進に向け、教 標 予　定指標値
職員のより専門的な支援・指導の技術が求められます。 3

実　績 －－－また、障がいの重度化や児童生徒個々のニーズの多様化

により、集団の中で培われる社会性を学ぶ機会が少ない 名称 単位
現状があります。 活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

特別支援学級における児童生徒数の増加に伴い、宿泊行事の実施については、宿泊場所の確保等の問題によ

り開催が厳しい現状があるため、中学校については、宿泊を取りやめ、合同交流行事を実施しました。小学

校についても、同様の課題があるため、今後実施の可否に関して検討を行っていきます。
今後の方針等

また、障がいの重度化や児童生徒個々のニーズの多様化などにより、教職員のインクルーシブ教育への理解

やより専門的な支援・指導技術の向上が必要であるため、継続して担当教職員が共同研究を行い、特別支援

教育の充実を図ります。

令和４年度　事務事業評価表
9954

一般会計

事務事業名 特別支援教育研究事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが個性・能力にあった教育を受けている

学校教育法

根拠法令 名　称 障害者差別解消法

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立小中学校の特別支援学級在籍児童生徒及び特別支援 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
教育担当教員 事業費 1,094 930 962

人件費 675 670 670

目　的 総事業費 1,769 1,600 1,632

市内全小中学校の特別支援学級が合同で行事を実施した 5年度事業費（予算額）財源内訳
り、担当教員による共同研究を行うことにより、特別支 国支出金 0

援教育の充実を図ります。 県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営・委託 】 市債 0

・大和市特別支援教育研究会に特別支援教育研究を委託 その他 0

　します。 一般財源 962

・特別支援学級に在籍する児童生徒の教育的ニーズに対 合　計 962

　応するため、宿泊移動教室・交流事業等の実施につい ３.活動内容
　ては、特別支援教育ヘルパーが介助にあたります。 名称 宿泊移動教室の実施回数 単位 回

活
内容説明 対象：市立小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 11 9 8指標値
1

実　績 0 8 －－－成　果（効果･予測）

各学校の特別支援学級在籍児童生徒同士の交流等によ 名称 巡回作品展の実施回数 単位 回



、当日は専 標 予　定指標値
　用利用となるため、一般のプール利用者のニーズを考 3

実　績 －－－　慮し、実施時期等に配慮する必要があります。

・バスの運行業者が減少傾向にあるため、今後、貸切バ 名称 単位
　スの業者選定が難しくなる可能性があります。 活

内容説明※令和４年度は、新型コロナの影響で一部の事業を中止 動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

施設の老朽化、社会情勢などを踏まえたうえで、大和市全体の水泳学習の在り方を継続して検討していきま

す。

今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
9957

一般会計

事務事業名 中学校移動水泳授業実施事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが確かな学力を身につけている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

プールのない市立中学校（５校）の１年生 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 7 637 1,688

人件費 1,389 1,265 1,638

目　的 総事業費 1,396 1,902 3,326

学校にプールが設置されていない中学校の生徒が、水泳 5年度事業費（予算額）財源内訳
授業を受けられるよう、移動水泳授業を実施します。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営・委託 】 市債 0

・移動水泳授業を実施します。 その他 0

・移動手段として、貸切バスを用意します。 一般財源 1,688

・水泳指導の補助として、水泳指導員を配置します。 合　計 1,688

３.活動内容

名称 実施回数（１回２時間） 単位 回
活

内容説明 中学校５校の延べ回数動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 10 8 8指標値
1

実　績 0 6 －－－成　果（効果･予測）

プールが設置されていない中学校の生徒が水泳を体験、 名称 単位
経験することができます。 活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
2

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・引地台温水プールを借用して実施しており



の水泳 標 予　定指標値
　授業の平均的な回数と同様の回数を確保する必要があ 3

実　績 －－－　ります。

・引地台温水プールを利用した実施となるため、施設ま 名称 単位
　での移動に関する手段・方法の確保ならびに施設まで 活

内容説明　の移動および施設利用時における安全配慮が不可欠と 動

　なります。 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

※令和４年度は、新型コロナの影響で事業を中止 標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 3年度 Ⅱ：見直しのうえで継続 4年度 Ⅱ：見直しのうえで継続

・学校施設の老朽化及び社会情勢を鑑み、市内小学校２校は引地台温水プールを利用し、２学年で２回ずつ

　移動水泳教室を実施します。

・その他市内小学校についても、引き続き移動水泳教室への移行を検討していきます。
今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
41810

一般会計

事務事業名 小学校移動水泳授業実施事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが確かな学力を身につけている

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 無

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成30年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

プールのない市立小学校の児童 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 0 0 12,155

人件費 1,052 1,563 2,383

目　的 総事業費 1,052 1,563 14,538

学校にプールが設置されていない小学校の児童が、水泳 5年度事業費（予算額）財源内訳
の授業を受けられるようにします。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・校外のプールを使用して、水泳の授業を実施します。 その他 0

・バスにより児童を送迎します。 一般財源 12,155
合　計 12,155

３.活動内容

名称 参加児童数（延べ数） 単位 人
活

内容説明 小学校移動水泳授業を実施した学校の参加児童数（延べ数）動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 2,274 2,184 1,160指標値
1

実　績 0 0 －－－成　果（効果･予測）

・学校にプールが設置されていない小学校の児童が、水 名称 単位
　泳の授業を受けられます。 活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
2

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・水難事故を未然に防ぐためにも、市内全小学校



な管理が行 名称 単位
われ、安全かつ快適な施設環境が維持されます。 活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
2

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

・施設の維持管理を継続していく必要があります。 標 予　定指標値
・教育相談、通級指導等を充実させていくうえで、さら 3

実　績 －－－　に消耗品、備品の整備が必要になります。

・優先課題として、空調設備および漏水に対する改善が 名称 単位
　考えられます。 活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 Ⅰ：現状のまま継続 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅰ：現状のまま継続

大和市特別支援教育センターにおいて、教育相談、通級指導等を充実させていくため、今後も適切に施設の

維持管理、消耗品、備品の整備を行います。

今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
43037

一般会計

事務事業名 特別支援教育センター施設維持管理事務

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの広がりのある学びを育む

めざす成果 こどもが個性・能力にあった教育を受けている

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 無

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

平成31年度 設定無し

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

大和市特別支援教育センター 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 14,196 12,564 13,151

人件費 7,752 5,285 5,436

目　的 総事業費 21,948 17,849 18,587

特別支援に関する専門的な支援を行う拠点として設置さ 5年度事業費（予算額）財源内訳
れた、大和市特別支援教育センターの安全かつ快適な施 国支出金 0

設環境を保持するため、施設の維持管理を行います。 県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・施設の保守点検、清掃業務等を専門業者に委託します その他 6

・机、椅子等の備品や消耗品の補充等を行います。 一般財源 13,145

・施設における軽微な修繕や雨漏り、漏水等の突発的な 合　計 13,151

　補修及び電気・機械・給排水設備・防災設備等の定期 ３.活動内容
　的な点検・補修を行います。 名称 施設維持管理工事・修繕数 単位 件

活
内容説明 施設を適切に維持管理するための工事・修繕数動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 2 5 5指標値
1

実　績 6 6 －－－成　果（効果･予測）

大和市特別支援教育センターに必要かつ適切



年度 4年度 (当該年度) 5年度

・引地台中学校分教室を改装するにあたり、多様な生徒 標 予　定指標値
　が安心して過ごせるよう、きめ細やかな配慮が必要で 3

実　績 －－－　す。

名称 単位
活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
4

実　績 －－－

４.今後の方針等
2年度 － 3年度 Ⅰ：現状のまま継続 4年度 Ⅲ：廃止または終了

・引地台中学校分教室の改修工事等による整備が完了したため、指導室における本事業を廃止し、今後は教

　育総務課施設係の別事業へ統合されます。

今後の方針等

令和４年度　事務事業評価表
46278

一般会計

事務事業名 引地台中学校分教室整備事業

部　名 課　名 担当名 責任者
事務事業担当

教育部 指導室 指導係 壷井　克俊

１.位置づけ･事務事業の期間
基本目標 人の健康・未来に向かうこどもの学びと歩みを支えるまち

総合計画体系 個別目標 こどもの豊かな心・健やかな体を育む

めざす成果 多様性を尊重し他者とともに生きるための社会性が育っている

学校教育法

根拠法令 名　称

当該事業の法令等による義務付けの有無 一部有

事業開始年度 事業終了（予定）年度 事業期間
事務事業の期間

令和03年度 令和04年度 2年

２.事務事業の概要
対　象 総事業費 （単位：千円）

市立中学校の生徒 3年度（決算額） 4年度（決算額） 5年度（予算額）
事業費 41,042 17,884 0

人件費 223 1,052 0

目　的 総事業費 41,265 18,936 0

不登校状態が長期化した生徒を支援するための施設とし 5年度事業費（予算額）財源内訳
て、引地台中学校分教室を整備します。 国支出金 0

県支出金 0

手段、手法【実施手法：直営 】 市債 0

・不登校状態が長期化した生徒を支援するための施設と その他 0

　して、柳橋小学校敷地内に新設した引地台中学校分教 一般財源 0

　室を整備するため、内外装等の改修工事を実施しま 合　計 0

　す。 ３.活動内容

名称 在籍予定生徒数 単位 人
活

内容説明 次年度当初に引地台中学校分教室へ在籍予定の生徒数動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定 30 30 30指標値
1

実　績 13 18 －－－成　果（効果･予測）

不登校状態が長期化した生徒を支援するための施設とし 名称 単位
て、教育活動を実施する環境が整います。 活

内容説明動

指 3年度 4年度 (当該年度) 5年度

標 予　定指標値
2

実　績 －－－

名称 単位
活

内容説明動

課　題 指 3


